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地球温暖化の影響か近年日本各地で毎年のように豪雨災害などの被害が発生しています。

また、地震においては 7 月 21 日の早朝にも奈良県内を震源に宇陀市で震度 4 を計測する地

震が発生しましたが、東南海・南海地震のような大規模な地震への備えも叫ばれています。

不幸にもこのような災害が発生し被害が出た場合、社会福祉協議会（以下、「社協」）に

はどのような役割が求められるのでしょうか。

大きく２つのケースに分けることができます。

まず、近隣の市町村などが被災した場合。この場合は社協は以下のような支援を行います。

①義援金などの募金の募集

社協の窓口などで義援金などの被災者や被災地の支援のための募金を呼びかけ、共同募

金会などを通じて被災地に送金します。（※義援金として募集している募金はお見舞い金

などの形で直接被災者に届けられます。）

②ボランティアの募集と派遣

被災者支援のためのボランティアを募集

し、ボランティアと一緒に被災地へ赴き災

害ボランティア活動に従事します。

（平成 16 年の台風 23 号災害では、兵庫県

豊岡市災害ボランティアセンター及び京都

府宮津市災害ボランティアセンターの運営

支援のために職員 4 名を延べ 12 日間派遣

し、町内で募集した延べ 70 名のボランテ

ィアに被災地での活動をしていただきまし

た。昨年 8 月の台風 9 号災害でも 5 名のボ

ランティアと被災地で活動を行いました。）

次に上牧町が被災した場合。

①社協の利用者などの安否確認と町内の被害状況に関する情報収集

まずは高齢者や障害者など社協の福祉サービスの利用者などの安否確認します。また、

関係機関と相互に連絡を行い町内の被害状況に関する情報収集を行います。

②災害ボランティアセンターの設置と運営

情報収集の結果をもとに、行政と協議を行い災害ボ

ランティアセンター設置の必要性があると判断した場

合は、災害ボランティアセンターを設置し町内外から

のボランティアの協力を得て被災者の支援を行います。

（ 7 月の豪雨水害で大きな被害の出た地域では、山口

県山陽小野田市や広島県庄原市などで社協が災害ボラ

ンティアセンターを設置して、市内や県内のボランテ

ィアの協力を得て被災者の家屋からの土砂の運搬や掃

除などを支援しています。これらの社協の活動につい

ては「全社協 被災地支援・災害ボランティア情報」

（ http://blog.goo.ne.jp/vc00000/） などで詳しく確認していた

だくことができます。）

前号の社協だよりでもお伝えしましたように、上牧町

社協では平成 22 年度の新規事業として、奈良県社会福祉

協議会よりモデル事業の指定を受けて社協の災害対応マ

ニュアルを作成します。

このマニュアルは上牧町が被災地となって

しまった場合、主として社協がどのように災

害ボランティアセンターの設置を判断し、立

ち上げと運営を行っていくかということを整

理したものになる予定です。マニュアルの作

成は平成 22 年 6 月から平成 23 年 3 月までの

期間で行う予定で、この期間に住民の皆さん

に災害時のボランティア活動について考える

ことを目的とした「防災講座」（全４回）も

併せて実施していく予定です。

防災に限った話しではありませんが、何か

あったときに少しでも被害を減らすためには

普段からの準備や意識化が大切です。

社協では、このマニュアル作成や防災講座をとおして、皆さんに少しでも防災について考

えてもらうきっかけになればと考えています。

空き缶でご飯（第1回防災講座が開催されました）

6 月 8 日に防災講座が開催されました。

第１回目の今回は防災について考えるきっかけ作りを目的に「空き缶でご飯を炊こう」

というテーマでアルミ缶２つ（釜とコンロ）と牛乳パック３個（薪）を使用して、炊飯に

挑戦しました。当日は 30 名参加者が真剣な表情で、空き缶の加工などに取り組み約１時間

半の作業で綺麗にご飯が炊きあがりました。

防災講座では、防災について考えるきっかけや災害時のボランティア活動に必要な知識

を学ぶ講座を今後も予定しています。今回の社協だよりでも第 2 回防災講座のご案内を掲

載していますので、興味をお持ちの方はご参加下さい。

災害ボランティアセンターってなに？

阪神・淡路大震災への復興支援のために約 138 万人ものボランティアが駆けつけ、

1995 年がボランティア元年と呼ばれるようになったことからも明らかなように、大

規模な災害などからの復興にはボランティアによる支援が欠かせません。

災害ボランティアセンターとは、このように被災地に駆けつけるボランティアを受

け入れ、支援を必要としている被災者とボランティアをつないでいくことを目的に設

置されるボランティアセンターです。

災害ボランティアセンターの設置は被災地の社協が中心となって行い。ＮＰＯやボ

ランティアグループ、自治会などの地域の組織などと協働で運営していきます。



22

22

（寄附金）

氏 名 種 別 内 訳

４月１５日

（株）立岩様 無指定 ６５，１６５円

５月１７日

（株）立岩様 無指定 ９４，５２８円

６月１５日

（株）立岩様 無指定 ４６，４７２円

（一円募金）

氏 名 種 別 内 訳

明朗会様 一円募金 １，１３１円

友愛会様 一円募金 ２，６６０円

（物品寄附）

氏 名 種 別 内 訳

服部安司様 物 品 －

※社会福祉協議会では各自治会にお願いして地域の
夏祭りなどのイベントに募金箱を設置させていただ
いています。
こちらにも皆様のご協力をいただきますようよろし
くお願いします。

防災講座は、いつ起こるかも知れない災害への備えをテーマに地域でのボランティア
活動についてみなさんと一緒に考えることを目的に４回シリーズで開催しています。

第２回目となる今回の防災講座は「いざというときに役立つ知識①」と題して、災害
時に役立つロープワークを学びます。ロープワークといっても、基本的な結び方からそ
の応用編まで様々なものがあります。日常の生活でも役立つロープの使い方についてみ
んなで学びましょう。

●参加申込 ８月２０日（金）までに社協（７６－６０９８）へお申込みください。

●会 場 2000 年会館 多目的室

●定 員 ３０名（定員になり次第締めきります。）

●持ち物等 なし（ただし、ロープ等の実費 300 円をいただきます。）

●今後の予定
１２月 「講習会」（災害時にできるボランティア活動）

３月 「いざというときに役立つ知識②」（ブルーシートの使い方）

第2回 防災講座の参加者募集

「いざというときに役立つ知識①」

（災害時に役立つロープワーク）
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